
地域の方々の温かいご支援に感謝（１） 

臨時休業期間中、地域の方々からの様々な支援がありました。環境整備、学習や体験活動の支援、

安全確保等に力を貸していただき、学校は、地域の方々に見守られていると改めて感じました。あ

りがとうございます。 

 

〈カブトムシの幼虫〉 

子どもたちの生活科の学習に役立ててほしいと、秋山の蓮沼昇

さんからカブトムシの幼虫をいただきました。今、１年生教室で、

大事に育てています。元気なカブトムシとなって子どもたちの前

に出てくる日が楽しみです。「福田小に一番最初にもってきたが

んない」と笑う表情は、子どもたちを思う気持ちであふれていま

した。 

 

〈かわいい支援〉 

連休中、校舎の見回りをしていると、「お花に水をあげてもいい

ですか」とかわいい声がしました。羽田の実家に帰省していた小

熊さん親子が校庭に遊びに来ていたのでした。４歳と３歳の兄妹

は、「重いよ～」と言いながらじょうろを運び、「大きくなってね」

と花壇の花に水をあげてくれました。そんな小さな兄妹の優しい

気持ちを受け、花たちも嬉しそうでした。 

 

〈登校時の安全確保〉 

高校生の齋藤さんは、毎朝、近所の登校班に付き添い、子どもた

ちの安全確保に力を貸してくれています。通っている高校が臨時休

業期間中で、自宅でのオンライン授業になっているとのことで、「交

通量も多いし、みんなが安全に登校できれば」と笑顔で話していま

した。地域のために、自分ができることを考え、自発的に行動する

姿に、福田地区の素晴らしさを感じました 

 

学校はいいなあ 

今週は、５日間に渡り、学校再開へ向けた段階的な登校が行わ

れました。３校時限の短い時程でしたが、各教科の学習をはじ

め、生活科の学校探検、花や野菜の苗植え、交通教室など、友達

と一緒に充実した学習活動を行うことができました。子どもた

ちからの「学校はいいなあ」という声が印象的でした。 

 

 

※ 本日、学校からのマチコミメールでお知らせしたとおり、来週の１８日（月）と１９日（火）

も、学校再開へ向けた段階的な登校日となり３校時限での下校になります。２０日（水）以降の

動向は、町教育委員会の指示が入り次第、お知らせいたします。ご理解とご協力の程、よろしく

お願い申し上げます。 
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